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本
学
で
は
、
平
成
帖
年
慶
に
開
学
1
0
年
目
を
迎
え
る
1
〔
あ
た
り
、
次
の
2
0
年

へ
向
け
て
教
育
・
研
究
の
充
実
と
環
境
の
整
備
を
す
す
め
て
お
O
、
睨
在
、
1
0

周
年
記
念
嚢
業
の
一
環
と
し
て
、
市
街
地
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
校
と
情
報
セ
ン
タ

ー
棟
の
増
築
に
漕
手
し
ま
し
た
。
関
係
者
を
は
じ
め
、
本
学
の
開
学
に
期
待
と

支
援
を
得
た
地
域
社
会
を
中
心
に
、
広
く
社
会
に
対
し
て
大
学
の
現
状
と
将
来

へ
向
け
て
の
目
標
と
展
望
を
示
し
、
新
た
な
哩
解
と
協
力
、
支
援
を
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

2
0
0
3
年
6
月

　
1
0
周
年
記
念
事
業
の
一
貿
と
し
て
市
街
地
キ
ャ
ン
パ
ス
の

確
保
を
計
画
し
て
き
ま
し
た
が
、
去
る
8
月
朋
日
に
、
旧
新

潟
中
央
銀
行
本
店
跡
地
及
ぴ
同
ビ
ル
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
円
世
紀
を
迎
え
、
社
会
の
急
激
な
変
化
が
み
ら
れ
る
中
、

大
学
に
求
め
ら
れ
る
二
－
ズ
も
大
き
く
変
様
し
て
お
o
、
こ

れ
ら
に
適
切
に
対
応
し
、
大
学
の
将
来
的
な
発
展
を
図
る
た

め
に
は
、
是
非
と
も
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
の
判
断
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
敷
地
が
2
，
2
5
1
．
．
m
、
建
物
が
地
下
「
階

付
1
0
階
建
延
1
1
，
4
7
8
㎡
で
す
が
、
築
後
刎
年
以
上
経

過
し
、
現
行
の
建
築
基
準
に
適
台
し
な
い
一
〇
階
建
の
旧
館
部

分
を
解
体
し
、
同
跡
地
約
5
5
0
吉
m
は
広
場
と
し
て
整
備

し
、
学
生
の
憩
の
場
と
す
る
と
同
時
に
市
民
に
開
か
れ
た
場

と
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
活
用
す
る
建
物
＾
8
．
6
4
日

㎡
）
の
改
修
と
広
場
の
整
備
を
、
m
周
年
記
念
式
興
を
予
定

す
る
平
成
帖
年
6
月
ま
で
に
完
了
し
ま
す
。

　
開
校
後
は
、
情
報
文
化
学
部
4
年
次
生
の
授
業
、
及
び
大

学
の
広
報
や
就
職
活
動
の
拠
占
…
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
ま

た
、
同
窓
会
を
中
心
に
、
卒
業
生
が
こ
こ
を
拠
点
に
巾
広
い

活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
施
設
整
備
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
4
年
次
生
に
と
〕
て
は
、
授
業
と

就
職
活
動
を
併
行
し
て
行
う
時
期
に
あ
o
、
よ
o
情
報
の
集

　
　
　
　
ま
る
市
街
地
に
拠
占
…
を
置
く
こ
と
で
有
効
に
活

▲柾台小路に面した市民開放広場

　
情
報
セ
ン
タ
ー
（
3
．
3
8
「
㎡
）
の
増
築
に
着

工
し
ま
し
た
。
増
築
部
分
は
、
2
階
建
（
塔
屋
付
）

で
延
1
，
6
4
6
，
m
，
1
階
は
図
書
館
の
増
設
で
、

2
階
に
は
新
た
に
国
際
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
図
書
館
は
、
開
学
後
の
蔵
書
数
の
増
加
に
よ
る

書
架
不
足
を
解
消
し
、
毎
年
約
5
，
0
0
0
冊
増
加

す
る
図
警
を
今
後
1
0
年
余
収
容
可
能
と
す
る
約

1
2
q
0
0
0
冊
分
の
書
架
を
配
備
し
ま
す
。
ま

た
新
た
に
グ
ル
ー
プ
学
習
室
、
集
中
学
習
室
、
語

学
学
習
室
、
情
報
発
信
室
等
の
施
設
を
充
実
し
ま

す
。　
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
本
学
の
新
た
な
試
み
に
よ

る
施
設
で
、
情
報
文
化
学
科
が
中
心
と
な
コ
て
計

画
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
申
国
、
韓
国
、
□
シ
ア
、
ア

メ
U
力
、
カ
ナ
ダ
の
各
提
携
大
学
別
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
、
海
外
留
学
制
度
の
周
知
や
留
学
資
料
展

示
を
す
る
ほ
か
、
海
外
交
流
サ
□
ン
や
民
族
資
料

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
を
設
け
て
、
国
際
化
教
育
を

志
向
す
る
本
学
の
新
た
な
施
設
と
し
て
整
備
を

す
す
め
ま
す
。
　
　
　
　
　
蘭
連
記
蕾
日
P
碧
壁

H
旧晒＝岨＝＝五

▲市街地キャンパス校舎改修完成図

　　　　＿’■1　　　＾’　　L　　…皿
■’‘’　T一亜

動
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、
国
際
化
、
情
報
化
に
応
え
る
教
育

研
究
を
押
し
す
す
め
る
本
学
で
は
、
「
国
際
都

市
新
潟
」
の
街
づ
く
り
を
め
ざ
す
市
街
地
で
の

立
地
を
生
か
し
た
国
際
交
流
や
、
高
速
プ
□
－

ド
バ
ン
ド
対
応
の
教
育
研
究
を
は
じ
め
と
し
た

新
た
な
展
開
を
図
o
、
県
内
随
一
の
大
学
立
地
環

境
を
生
か
し
、
大
学
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　
2
1
世
紀
は
生
涯
教
育
の
時
代
で
あ
る
、
と
一
一
一
一
口

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
、
広
く
地
域
社
会
の

多
様
化
す
る
二
－
ズ
に
応
え
て
、
社
会
人
も
通

学
可
能
な
専
門
大
学
院
の
設
置
や
、
特
色
を
生

か
し
た
公
開
講
座
、
社
会
人
教
育
、
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
を
展
開
し
、
こ
の
市
街
地
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、

新
し
い
情
報
発
信
基
地
と
し
て
広
く
注
目
を
集

め
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
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本
学
情
報
文
化
学
部
と
の
提
携
校
で
あ
る
北
京
師
範
大
学
〔
提
携
歴

史
学
部
〕
が
1
0
口
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
北
京
師
範
大
学
は
中
国
で
最

も
早
く
創
設
し
た
教
育
機
関
の
ひ
と
⊃
で
あ
り
、
申
国
政
府
か
ら
認
可
さ

れ
た
重
占
…
夫
学
2
つ
で
も
あ
o
ま
す
．
前
身
は
京
師
犬
掌
堂
で
、
そ
の
一

部
で
あ
る
「
師
範
館
」
が
1
9
0
2
年
北
京
師
範
犬
学
と
な
り
、
他
の
一
部

は
北
京
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
1
2
学
院
、
幽
掌
部
、
2
1
の
専
門
研
究
所
、
閉

の
研
究
セ
ン
タ
ー
を
有
し
、
在
学
生
は
1
5
，
0
0
0
人
を
超
え
、
外
国
人

留
学
生
も
多
数
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
開
学
1
0
0
周
年
記
念
式
典
は
9
月
8
目
〔
日
〕
に
、
北
京
の
人
民
大

会
堂
で
開
催
さ
れ
、
江
沢
民
国
家
主
席
、
朱
鑑
墓
総
哩
を
は
じ
め
と
す
る

国
家
の
躍
高
指
導
者
、
及
び
外
国
か
ら
の
大
学
㎎
校
の
代
表
を
含
む
約

6
，
0
0
0
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
本
掌
か
ら
は
、
武
藤
学
長
、
厘
教
授
が
参
列
す
る
と
同
時
に
、
現
在
北
京

師
範
大
学
に
留
学
を
し
て
い
る
本
学
学
生
η
名
が
世
界
か
ら
集
ま
⊃
て
い

る
留
学
生
を
代
表
し
て
、
特
別
に
参
列
を
し
ま
し
た
．
ま
た
、
式
典
に
先
立

っ
て
行
わ
れ
た
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
代
表
の
四
校
の
学
長
が
意
見
を
発

表
し
、
本
学
武
藤
学
長
も
大
学
の
社
会
賛
任
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
9
月
ー
口
目
（
火
）
に
は
、
武
藤
学
長
と
唾
教
授
が
北
京
甑
範
大
学
を
訪

問
し
、
留
学
生
の
授
業
や
学
内
の
施
設
を
見
学
。
そ
の
夜
は
鄭
副
学
長
主

催
の
目
中
学
生
交
流
会
に
参
加
し
、
地
元
の
学
生
や
日
本
か
ら
の
留
学
生

と
大
い
に
語
o
合
い
ま
し
た
。

生

▲朱学部長（右から2番目〕らと施設見学

▲学長フォーラムの横子

;,i~~:~~:F~~~QL;~5 _ t_ l ~+~:~1iZ 
.~ 

　
去
る
6
月
5
日
（
水
〕
、

派
遣
留
学
及
び
海
外
夏

期
セ
三
ナ
ー
奨
学
金
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

担
当
教
員
か
ら
参
加
学

生
5
8
人
の
氏
名
が
読
み

上
げ
ら
れ
た
後
、
各
］
－

ス
の
学
生
代
表
に
学
長

か
ら
奨
学
金
授
与
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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2口02年の第1回オープンキャンパスが、7月27日（土〕1こ開催され

ました。193名の高校生・父母が参加し、NulSの魅力を初体験。

「校舎がきれい」「］ンピュータが自由1［使えるのがうれしい」「海外

留学に興昧を持ちました」「Nu1Sの学生1ま楽しそう」「絶対この大学

1［入りたい」など、うれしい感想を聞くことができました。

購　膿’

●＝　　＝　　　　　1　　1　　　　　　●

　　　÷　　・　　■　　　1　●1

●学部・学科紹介

●入試情報説明

●入…式聞題の傾向と対策

●模擬講義

●コンピュータ実習

●カリキュラム、履修説明

●入試個別相談

●海外留学相談

●就職相談

●在学生1〔よるなんでも相談

第2限

第3限

第4限

12155

　号
13140

13＝50
　…

14＝85

14＝45
　…
15130

■目常の中の統計学
｛■1嗣輻システム学科　堀田真一コ

■中国はどんな国？
　　　　目中関係論
＝■1講報文化学科　小林元枯〕

コンピュータ実習

■インターネット入門
｛情報システム宇科　高木撞和j

■プ□グラミング体験
＝■1冑報システム宇稗　拙井　孝雌〕

■インターネット入門
　｛内容1註2限と同u〕

■プ□グラミング体験
　（内容は2限と同U〕

●ホームページ再発見
噸報システム学科　山□直刈

■ホームページを
　　　　　理解する
＝情朝，ステム学稗　山□直人コ

語　学

■ロシア語は
　　どうしrう言語？
〔■1青報文イ七宇科

プラーソj」，アしウサンド」L〕

■CEP肥□□㎜ri朗1i岨E［昌1r前叩酊壇耐

〔情報文化学科

　ハド■」一．クしゴ］一〕

来昼食は学生食堂にて無料提供します。
ぜひこ≡式食くださし、！

■申込み・問合せ
新潟国際惰報大学 総務課広報係り

■串込み方法
TE」FAX，E－Mail、郵送、いずれも可能。
〒950－2292新潟市みずき野3－1－1
TEL1025－239－3111　FAX＝025－239－3690
E・M目il1somu＠nuis、目c－jp

々，
　　　，ぷ、．

　’’．＝ぺ

～lsに

修享．

1＝淡
　　　ムO’E戸め義隻琵二

∵僚丁卓11入門点㍊鳩二：ふ

∴雪∵

■犬学内がとてもきれいでした（日本立理高　舅〕

■…曼儲がすごくいいと思った（讐栄高〕

■］ンピュー々が自由に使えるのがうれしい（新1畠東高　男）

■建物が結麗だった。設備がすごい（三条東高　女）

■講師の力たちの熱意が伝わってきました（新澤南高　男〕

■パンフレリトではわからなLrCEPの楽しさや先生のユニークさが印象的でした

　（五泉高　女〕

■］ンピュータを使った実習は，とてもおもしろかった（日本立理喬　男）

■講義がわかりやすく、夫学の授業の感覚が少しわかってよかった（三条商業薔　男〕

○海外留学に非常に興味を持ちました（新1鶉西高　男〕

■色々な講義が麗けてためにな〕た。この犬学への意欲がわいてきた｛新潮西高　男〕

■入試闇題o〕傾向など詳し＜、丁寧におしえて」rただきあリがとうごぎいました

　（日本文理高　女〕

●学生の方が色々な話をしてくださったので参加して良かった（新潟商業高　女）

■楽しいオープンキャンパスでよかったです（高志高　女〕

■この学校が生徒の就購や竜志にすごくカをいれていることがわかった

　〔萸京学館高　墨〕

■楽しく学校を学ぷことができました（東京学館高　男〕

■この夫学に関する理解を深めることができてよかった（新潟中央萬　女〕

■個別相≡恭を闇いて学科の内容や連いがパンフレットにのってないような事もき

　1＝トてよかった（北越高　女〕

■授業に七参加できて楽しくて盧く学校のことが分かりました（燕高　女〕

■今まで資料をみて考えていたことと連ってい看部分が分か〕てよかコた〔五泉高　女〕

○想像していた夫学と結構遠〕て先生も楽しい人ぱかりだし先輩も優しい人だった

　のでとても好感がもてた。すコごLr楽しモうな大学たと思コた（北越高　女〕

巨ヨ1｝　　　刮　　　　一・

　「大学ではどんなことを学ぶの？」としrう高校生のため1こ、NUlS－

L1VE在8月20日（火〕10100～r61001〔開催しました岨NUlSの特色

ある講義を実際1こ体．験してもらう、このイベント1〔は定員をはるかに上

回る52名の高校生が参加しました。申身の濃Lr授業に、みんな満足し

た様子で、大学の授業の雰囲気を味わっていました。

書

を体験し

　　　　　　　　　で犬

　　　ポ年き大っ気
　　　帥　　ま薯たを

　　　肋寺在つ　る
　　　呂ス泊　し「　こ

　睡舌　　味知
　嵩宅　をる男
　女　　　　　　　　　　　第
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ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

情
報
支
化
掌
科
3
年

　
　
　
学
生
代
表

矢
崎
　
ま
ゆ
み

　
去
る
9
月
5
日
、
J
□
□
新
潟
駅
さ
ん
の
方
か
ら
感
謝
状
を
頂

く
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
の
活
動
が
課
め
ら
れ
本
当
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
由

　
今
振
O
返
る
と
、
新
」
り
L
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、
い
ろ
い

ろ
な
苦
悩
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
凸
し
か
し
私

た
ち
の
趣
旨
に
講
同
し
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
葱

欲
的
な
多
＜
の
学
生
や
，
私
た
ち
が
悩
み
、
立
ち
止
ま
っ
た
と
き

に
手
を
差
し
伸
ぺ
て
＜
れ
た
先
生
方
に
ず
い
ぶ
ん
勇
気
付
け
ら

れ
ま
し
た
把

　
こ
の
ポ
一
〕
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
，
私
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
多
く
の
国
内
外
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
，

一
一
一
一
口
葉
だ
け
で
は
な
く
国
際
化
に
つ
い
て
右
、
ま
可
ま
す
興
昧
を
持

右
ま
し
た
血
私
の
専
攻
す
る
韓
国
だ
け
で
な
く
、
英
語
圏
の
文
化

も
知
o
た
く
な
o
、
今
豊
5
週
間
の
カ
ナ
ダ
留
学
に
参
加
す
る

機
会
を
頂
吉
ま
し
た
咀

　
最
後
に
、
お
世
話
に
な
コ
た
総
務
課
の
浅
野
さ
ん
、
副
代
表
の

西
村
君
を
始
め
と
す
る
学
生
代
表
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
こ
の

ボ
一
フ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
下
さ
⊃
た
安
薩

先
生
に
夫
変
感
謝
在
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
右
O
が
と
う
一
．
L
ざ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
く
だ
さ
コ
た
多
く

の
先
生
方
在
は
じ
め
、
職
員
の
皆
さ
ん
、
学
生
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
曲

威
謝
状

一
」
義
画
暦
葦
廠

　
　
　
○

肯
挑
は
巷
呈
F
l
頁
7
ル
ド

ヵ
世
ウ
田
新
協
曲
川
推
■
話
盲
世
界
中

か
ら
お
苗
し
い
た
だ
実
お
春
十
孟
に

心
冊
＝
も
o
た
壷
内
＃
ど
を
さ
刑

斯
蝿
駅
田
イ
メ
ー
，
ア
考
に
歩
大
な

苛
扶
告
d
机
宜
－
士

＝
＝
に
闇
係
者
冊
．
＝
協
カ
と
、
二
努
カ
ー
＝

封
し
滞
く
恵
謝
帥
堪
生
表
工
ま
寸

手
点
十
田
年
士
月
王
日

亜
目
束
抹
車
供
苗
林
蕃
壮
軸
瑚
且
牡

轟
群
董
茎
青
未
邦
雄

構
報
文
化
学
科
昌
年

　
　
掌
生
副
代
表

西
村
　
信
人

　
H
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
フ
の
ボ
一
〕
ン
テ
ィ
ア
活
動
在
、
本
大
学
の
学
生
が
中

心
に
な
っ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
」
そ
う
い
う
話
し
が
私
に
き
た
の
は
，
中
国
留

学
か
ら
帰
っ
τ
き
て
ま
も
な
＜
の
こ
と
だ
コ
た
出
日
本
で
、
」
か
も
新
潟
で
試
台
が

行
わ
れ
る
の
は
お
そ
ら
く
一
生
に
一
度
の
こ
と
だ
し
、
そ
し
て
な
に
よ
O
も
日
本

に
来
る
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー
の
手
助
け
が
少
し
で
も
で
き
れ
ぱ
と
思
い
、
こ
の
活

動
に
参
加
し
た
曲

　
新
入
生
が
入
学
し
て
き
た
と
同
時
に
こ
の
活
動
右
本
格
的
に
動
き
始
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
員
を
募
集
す
る
た
め
に
、
昼
休
み
等
□
ピ
ー
で
ピ
ラ
配
o
や
自
一
伝

を
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
コ
て
か
、
我
々
の
予
想
人
数
在
上
回
る
1
4
4
名
が
集
ま

っ
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
い
く
⊃
か

の
難
題
が
挙
が
コ
て
き
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
仕
事
内
容
は
新
潟
駅
構
内
の
案
内
ま
た
は
通
訳
で
あ
コ

た
。
あ
る
程
度
の
語
学
カ
が
必
要
と
さ
れ
、
駅
の
構
造
や
専
門
用
語
を
知
ら
な
け

れ
ば
で
き
な
い
仕
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
達
は
対
応
マ
一
一
ユ
ア
ル
本
を
作
っ
た
o
、

ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー
1
［
聞
か
れ
る
の
か
シ
三
ユ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
o
、
授
業
の
空
き
時
間
を
利
用
し
て
個
々
の
語
学
力
の
差
在
少
し

で
も
縮
め
よ
一
〕
と
努
力
し
た
由

　
ま
た
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
当
臼
の
シ
フ
ト
・
配
置
を
決
め
る
の
も
大
変
な
作
業
で
あ

コ
た
。
た
く
さ
ん
の
教
授
・
寧
務
職
員
の
方
に
協
カ
し
て
も
ら
コ
た
。
そ
の
お
か
げ

で
，
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
当
日
ま
で
に
万
全
な
華
備
が
で
吉
た
と
私
は
思
コ
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
当
目
を
迎
え
、
私
は
テ
レ
ビ
局
の
密
着
取
材
在
受
け
な
が
ら
の

対
応
と
な
⊃
た
。
し
か
し
、
自
分
の
配
置
場
所
に
着
＜
と
、
カ
メ
ラ
な
ど
気
に
し
て

い
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
も
の
す
『
L
い
数
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
由
自
分
の
配
冠
に

着
＜
や
い
な
や
英
語
で
ま
＜
し
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
先
夫
丈
夫
か
？
と
も
の
す
こ

い
不
安
に
か
ら
れ
た
が
、
時
間
が
経
⊃
に
つ
れ
て
上
手
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
た
。
ま
た
、
そ
の
目
の
反
省
点
を
磐
い
て
も

ら
い
次
回
に
⊃
な
げ
た
の
で
、
不
安
は
解
消
さ

れ
、
み
ん
な
も
楽
」
ん
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
た
よ
う
だ
日

　
新
潟
開
催
は
6
月
1
5
日
で
幕
在
終
え
、
結

果
と
し
て
け
が
人
や
事
件
が
起
こ
ら
ず
無
事

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
終
了
と
な
っ
た
。
み

ん
な
、
そ
和
ぞ
れ
良
い
思
い
出
を
作
れ
た
よ
う

だ
。
私
七
こ
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
い
ろ

ん
な
人
と
出
会
い
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
べ
た

の
で
、
本
当
に
や
コ
て
よ
か
コ
た
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
，
J
□
□
の
方
か
ら
と
て
も
立
派
な
感
謝
状

を
頂
い
た
由
私
は
こ
の
感
謝
状
を
、
本
大
学
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
っ
た
全
て
の
人
の
頑
張

○
が
形
に
な
コ
た
モ
ノ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
最

後
に
、
こ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
わ
コ
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
た
い
と
思
コ
。

一
一
）

1
－
■

一
■

’
▼
－
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醤
．
豊

平
成
4
年
属
表
彰
奨
学
金
受
給
看

本
学
は
、
修
学
へ
の
熱
意
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
苗
串
情
に
よ
り

十
分
な
学
費
が
得
ら
れ
な
い
学
生
の
た

め
に
、
各
種
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
年
々
、
そ
の
内
容
も
充
実
し
、

学
生
が
安
心
し
て
何
か
に
夢
中
に
な
れ

る
、
そ
ん
な
ゆ
と
o
の
環
境
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

平
成
1
4
年
厘

学
蟹
特
別
給
付
奨
学
金
受
給
看

◎
学
業
成
竈
擾
秀
部
門

惰
報
文
化
学
科
2
年

幅
報
文
化
学
科
3
年

構
報
文
化
学
科
4
年

惰
報
シ
ス
テ
ム
学
科
2
年

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
3
年

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
4
年

古
澤
　
憩
理

興
椙
　
絵
美

梅
沢
亜
矢
子

大
原
　
恵
子

小
宮
　
　
修

西
潟
　
瑞
穂

1ユ

種種

＾
授
業
料
全
額
〕

（
授
業
料
半
額
〕

i4竃
名名

◎
課
外
活
動
部
門

構
報
又
化
学
科
2
年
　
　
　
幾
野
　
黄
子

○
陸
上
競
技
部
■
第
乃
回
北
信
越
学
生
陸
上

　
競
技
対
枝
選
手
権
大
会
女
子
砲
丸
投
げ
筥

　
位
、
第
距
回
北
信
越
学
生
陸
上
競
技
選
手

　
権
夫
会
女
子
砲
丸
投
げ
呂
位
．
女
子
櫨
投

　
げ
2
位

構
報
シ
ス
テ
ム
学
科
2
年
　
岡
　
　
番
織

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
臼
年
茜
須
光
代

○
パ
ド
三
ン
ト
フ
部
■
春
季
北
信
越
リ
ー
グ

　
女
子
2
部
－
位
で
1
部
に
昇
楮
、
秋
季
］

　
－
グ
で
「
部
2
位
ま
で
躍
進
す
る
原
動
力

　
と
な
っ
た
。

　
個
人
戦
で
は
全
日
本
学
生
パ
ド
…
ン
ト
ン

　
選
手
権
大
会
ダ
プ
ル
ス
出
場
、
北
信
越
学

　
生
バ
ド
三
ン
ト
ン
新
人
選
手
権
夫
会
ダ
プ

　
ル
ス
優
勝

　
単
位
互
換
制
度
と
は
、
大
学
間
の
相

互
の
交
流
と
協
カ
を
促
進
し
、
教
育
内

容
の
充
実
を
図
る
た
め
、
大
学
間
で
協

定
を
結
ぴ
、
お
互
い
に
他
大
学
の
授
業

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。

　
本
学
で
は
、
新
潟
大
学
人
文
学
部
、

敬
和
学
園
大
学
人
文
学
部
と
平
成
ほ

年
度
に
協
定
を
締
結
し
、
μ
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
学
費
等
は
無

料
で
、
学
生
の
負
担
は
あ
o
ま
せ
ん
。

●
平
成
1
4
年
度
派
遭
・
受
け
入
れ
状
況

新
潟
国
際
情
報
大
学
↓
新
潟
大
学
人

文
学
部
前
期
8
名
・
後
期
7
名

敬
和
学
園
大
学
人
文
学
部
↓
新
潟
国

際
情
報
大
学
後
期
2
名

　
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
o
、
学
生

へ
の
周
知
の
時
問
が
な
か
っ
た
こ
と
と
、

他
大
学
に
提
供
す
る
科
目
の
整
理
が
十

分
で
な
か
⊃
た
こ
と
な
ど
で
、
参
加
学

生
は
あ
ま
o
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
今
後
の
蛍
位
互
換
協
定
の
予
定

　
新
潟
大
学
経
済
学
部
、
新
潟
経
営
大

学
経
営
情
報
学
部
と
新
潟
産
業
大
学

経
済
学
部
で
協
定
が
締
結
さ
れ
、
M
年

度
か
ら
笑
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
部

も
巧
年
度
か
ら
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
県
内
の
高
等
教
育
機
関
（
大
学
、

高
等
専
門
学
校
、
短
大
〕
で
の
単
位
互

換
に
つ
い
て
、
第
－
回
打
ち
合
わ
せ
会

を
開
催
し
、
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
将
来
、
他
大
学
の
学

び
た
い
授
業
科
目
を
目
由
に
履
修
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
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平成14年度　学外実習受入れ企業一覧

昧の素システムテクノ（株）

ケイ・システム（株）

サイバーコム（株〕

JA新潟藺算センター

（株〕第四銀行

ッィンバードエ業（株〕

東芝アイティーソ「」ユーション（株〕

（株〕東陽理化学研究所

（株〕名古屋三越新潟店

新潟県庁

新潟県立図薔館

新潟市役所

新潟商工会議所

新潟東映ホテル

新潟日産自動車（株）

面企　自とののをど学を等　ツし3

す荏のす議
。行専。の
　し〕任　形
　希蟄　成

○

（株〕新潟目報社

日産プリンス新潟販売（株〕

日本海区水産研究所

（株〕博進堂

（株）目SNアイネット

（株〕ピツト・エイ

富士通電気（株〕

（株）富±通新潟システムズ

北越銀行システム部

（株〕北都

‡三’

』
｝
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一’　。　1

㈱． ・一申1磁詞

●ワード、エクセルを申心1＝行います。

期日：隅？；誰、回（土曜〕］1・1・・一1・1・・

定員180人
テキスト代12，000円

（市販のテキストを使用）

申し込み受付110月7目（月）9100～

大学239－3111へ

‘　　＝

①rわかりやすい情鶉セキュリティ」
　～セキュリティの必要性、ウィルス対策などをわかりやすく解説

　期日110月30日（水〕18100～20100

②rわかりやすい露手政凧電子自治体』
　～電子政府の背景、日本の現状、…者外国の現状を解説

　期目111月6日（水〕18100～20100

　　定員180人　申し込み受付：10月15日（火〕9100～
　　　　　　　　　　　　　大学239－3111へ

r情報システム特論」
本学では、情報システム学科3年次生以上を対象とした授業を
一般の方にも広く公開いたし冒≡す。

　日　時：±曜日（ほぼ隔週〕の午前9時～午前10時3口分

　会場1新潟国際情報大学
　テーマ1lT政策、lT技術、lTインパクト分野、1Tサービス産業と人材

　受講料：無料

　受講申込1毎回開講日の週の月躍日まで

　受講申込・問合せ窓□1総務課広報係
　TEL025－2呂9一昌111　F＾X025－2呂目一呂日目O　E・m冨i「冨口mu＠nui昌．冒o．」P

第1回　10月12日（土〕　［1T政策］
　テーマ1新潟県が進める情報政策

　講　師1新潟県総合政策部情報政策課長　中野雅至氏

窮2回　10月26日（土）　［lT技術］
　テーマ：プ□一ドバンド＆モバイル最新動向とシステムサプライヤの事業戦路

　講　師1日本電気（株〕ニュー1Tエバンジェリスト　林　雄代氏

第3回　11月09日（土）　［lTインパクト分野〔1〕］
　テーマ：目一ラーニングの最新動向

　講師1ウィルソン・ラーニングワールドワイド（株〕取締役三浦邦夫氏

第4回　11月16日〔土〕　［lTインパクト分野（2〕］

　テーマ1E0（電子商取弓1〕の動向と県内事例

　講　師1新潟県商二［会連合会指導部情報課長代理　辻川正敏氏

第5回　11月30日（土〕　［lTサービス産業と人材］

　テーマ11Tサーピス市場動向と期待する技術者像

　講師1NE0ソフト（株〕執行役員常務新潟支社長宮崎勃氏

■入討1［関する問台わせ先

新潟国際情報大学学務課

〒950・2292
新潟市辞ず吉野呂丁目1智1号

電話（025〕2筥目一呂111

F＾X（025〕2筥9一筥日目口

⑬詳親は雰葉要項でこ確認下古」「由

　　14．11．「苗弍…
　　14．11．「「帽〕
若干名’　　　　r4．／r．1フ帽コ

「5」2．7苗罰山

「5．2．「7帽〕

「5．2．24帽〕＾
「5．日．5㈱　　　　15・昌・1口冊

壁＝
．・o

■三
．害

’’。鶉；

国一

割

学生ホール

妻襲■

椋

X籔害
帽月20日〔金〕ヨ≡で】

■㍑佐 会皐小

鵜林
嚢肇霧

態授
と
そ
の
国
内
政
治
へ
の
影
響
評
価

霞
山

干1」な師
行進
奮墳

塁実
四証
麺分

文析
眞に
堂よ
）る
分解
担明
執■
筆諏

　訪
　貞
　夫
　教
　授

塁公享・昆安
業認イ著査違
再会ス責人

誰書駝巧

誰嚢

鵯書誰
喪掌賛葉
者蛍イ雄の
　者1松先
　　藍堂例
　　査蕃に
　　人壁
　　と単ぷ
　　し著対
　　て　策
　　の　第

’

‡・
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ガガガSPライブ
15：OO開場　16：00開演
場所　新潟＝自際情報大学体育館

一股でチケット琶竈希望の方は、当日お求め下さい。500円

両目のイペント
■キャンパスミーティング（討論会〕

　場所犬会議室
　国際化と情報化の諸問題を討論する。

　来場者も参加可能

　新潟国際情報犬学長も参加｛’19日のみ〕

■その他
ESSによるス・ピーチ＝1ンテスト（20日午前）

軽吝楽部によるライブイベント（20日）

模擬店
ゼミ発表
アームレスリング
W杯ポランティア報告
留学レポート
情報システム学科ゼミ報告
ロシア三中国、韓国科理もあるよ！！
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卒
莱
生
の
便
り

　
本
学
を
卒
業
し
て
進
学
・
就
職
し
た
卒
業
生
の
近
況
報
告
で
す
。
当
時
を
よ
く
知
る
先
生

か
ら
思
い
出
を
語
コ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
二
人
の
今
後
の
活
躍
を
お
祈
o
し
ま
す
。

大
学
で
学
ん
だ
，
」
と

震
萎
犬
美
学
院
博
義
程
彊
工
学
童
＝
一
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
惰
報
シ
ス
テ
ム
学
科

　
知
美

平
成
旧
年
卒
〕

　
私
が
新
潟
国
際
情
報
大
学
に
入
字
し
た
の
は
、
1
o
］
9
7
年
4
月
、
大
学
に
と
コ
て
も
一
期
生
と
い

う
状
況
で
夫
学
生
と
い
う
も
の
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
学
に
関
し
て
も
右
も
左
も
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
け
る
先
輩
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
思
う
と
そ

枳
が
非
常
に
賓
重
な
経
験
だ
コ
た
と
患
い
ま
す
。
授
業
も
，
始
め
の
う
ち
は
シ
ス
テ
ム
演
習
と
い
う
科

目
が
あ
o
、
大
学
に
入
コ
て
初
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
触
っ
た
私
は
、
と
に
か
く
面
白
＜
、
ゲ
ー
ム
の
よ

一
つ
な
感
覚
で
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
逆
に
、
］
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
触
ら
な
い
授
業
は
面
倒
に
思
コ
て

い
ま
し
た
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
理
論
の
よ
う
な
授
業
は
，
初
め
て
闘
＜
一
冒
葉
ば
か
O
で
、
な
に

を
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
の
か
も
解
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　
そ
ん
な
私
が
大
学
院
へ
の
進
学
を
決
心
し
た
の
は
，
大
学
臼
年
の
冬
で
し
た
凸
そ
の
頃
に
は
だ
い

ぷ
］
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
使
え
る
よ
ヨ
に
な
コ
て
い
た
の
で
す
が
、
さ
ら
に
］
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
社
会
シ
ス
テ

ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
知
O
た
い
と
も
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
，
4
年
生
に
な
O
卒
業

論
文
に
着
手
す
る
と
、
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
を
自
分
自
身
で
知
識
に
変
え
て
行
く
こ
と
に
非
常
に

興
昧
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
，
ど
う
し
て
も
進
学
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
古
そ
こ
で
、
ゼ
三
の
先
生

や
当
時
学
部
長
を
し
て
お
ら
れ
た
浦
先
生
か
ら
も
長
年
、
教
授
在
勤
め
て
お
ら
れ
た
慶
応
義
塾
の
夫

学
院
で
の
研
究
や
入
試
の
様
子
な
ど
を
細
か
≦
〕
か
が
い
、
目
標
と
す
る
大
学
院
も
決
ま
o
ま
し
た
。

　
努
力
の
結
果
、
大
学
院
に
進
学
出
来
る
一
」
と
が
洪
ま
o
ま
し
た
が
、
大
学
の
シ
ス
テ
ム
自
体
が
異

な
o
、
授
業
も
、
そ
の
大
学
の
「
…
4
年
生
で
学
ん
だ
内
審
が
前
提
に
な
コ
て
い
る
も
の
が
幾
つ
か
有

る
と
い
っ
た
状
況
で
、
最
初
は
と
に
か
＜
戸
惑
う
こ
と
ば
か
o
で
し
た
岨

　
現
在
大
学
院
に
入
コ
て
4
年
目
に
な
O
ま
す
把
興
味
在
持
コ
て
い
る
内
容
が
変
化
し
た
部
分
も
あ

○
ま
す
が
、
知
識
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
面
自
い
と
思
う
感
覚
だ
け
は
、
大
学
の
頃
と

変
わ
o
ま
せ
ん
祖
最
近
で
は
、
ま
だ
さ
さ
や
か
な
も
の
で
は
あ
o
ま
す
が
、
今
ま
で
目
分
が
そ
の
よ
う

に
し
て
時
問
を
描
け
て
身
に
付
け
て
き
た
も
の
を
，
私
と
同
じ
よ
う
に
知
識
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
う
人
に
、
多
少
な
り
と
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
思
コ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
衛
し
て

本
学
名
嘗
教
授
一
元
惰
報
文
化
学
部
学
部
長
甫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
‘
’

昭
一
一

大
学
で
は
じ
め
て
一
期
生
へ
の
就
職
説
明
会
が
開
か
れ
た
こ
ろ
，
卒
業
後
学
問
－
技
術
を
さ
ら
に
深
め

た
い
と
考
え
て
い
る
学
生
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
お
o
ま
す
。
凹
数
名
集
ま
っ
た
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
一
一
一
條
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
卒
業
研
究
に
取
o
掛
か
っ
て
か
ら
一
層
彼
女
の
大
学
院
進

学
の
意
志
は
強
く
な
o
、
卒
業
指
導
の
宗
澤
先
生
と
相
談
し
て
，
彼
女
の
希
望
に
相
応
し
い
の
は
麗

鷹
の
理
工
学
研
究
科
で
あ
る
と
考
え
、
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
い
ら
ぬ

お
節
介
を
続
け
て
き
た
感
じ
で
す
。

　
い
ま
こ
ろ
は
あ
な
た
は
ス
□
ペ
ニ
ア
で
開
か
れ
て
い
る
国
際
会
議
で
研
究
発
表
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
電
子
商
取
引
に
必
要
な
情
報
技
術
に
つ
い
て
基
礎
的
な
研
究
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
ね
由
参
加
者
の
注
目
を
浴
び
て
相
つ
ぐ
質
問
に
昔
を
上
げ
て
い
る
の
で
は
？
こ
れ
か
ら
N
U
－
S

の
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
が
、
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
ヨ
。
丑
ん
な
の
先
頭
に
立
っ

て
、
大
学
の
標
梼
す
る
国
際
化
・
情
報
化
の
理
想
的
な
姿
を
描
き
そ
れ
に
向
か
コ
て
一
属
の
活
躍
在
な

さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
学
生
活
で
得
た
も
の

　
　
　
　
　
昧
の
琴
ス
テ
ム
テ
ク
ノ
森
一
内
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

圭
o
鳥

平
成
μ
年
卒
〕

　
私
が
新
潟
在
離
れ
て
か
ら
、
本
当
に
あ
コ
と
い
う
問
に
6
ヶ
月
以
上
経
右
ま
し
た
。
湿
コ
ぽ
く
、
過

し
難
い
南
関
東
の
蔓
も
終
わ
o
秋
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
大
学
で
の
生
活
は
，
鮮
明
に
記
憶
に
残

っ
て
い
ま
す
。

　
広
毘
で
生
ま
れ
、
東
京
で
小
中
高
と
過
一
一
L
し
、
新
潟
と
は
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
全
く
縁
が
な
か

⊃
た
自
分
に
と
コ
て
、
新
潟
は
非
常
に
刺
激
的
で
し
た
。
広
い
新
潟
平
野
は
開
放
的
で
、
サ
イ
ク
U
ン

グ
や
ド
一
フ
イ
プ
を
と
て
も
気
持
ち
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
の
ん
ぴ
O
休
日
を
過
一
、
L
す
の
に
は
最
適

で
す
。
長
い
砂
浜
は
散
歩
道
で
す
。
中
国
や
韓
国
、
□
シ
ア
か
ら
の
漂
流
物
を
見
な
が
ら
歩
く
の
は
結

構
楽
し
い
の
で
可
由
ま
た
、
新
潟
の
市
街
に
行
け
ば
色
々
な
店
が
集
結
し
て
い
る
の
で
、
分
散
し
て
い

る
東
京
に
比
べ
て
便
利
で
す
ね
由
休
日
は
，
ぶ
ら
ぷ
ら
歩
き
回
っ
た
も
の
で
す
把

　
大
学
で
は
、
思
い
返
せ
は
、
自
分
な
O
に
充
実
し
た
四
年
間
を
過
「
」
せ
た
と
思
い
ま
す
。
元
々
、
情

報
技
術
だ
け
で
な
く
そ
の
周
辺
の
環
境
を
学
ぺ
る
犬
学
を
探
し
て
い
て
N
U
－
巳
を
志
望
酉
る
こ

と
に
し
た
こ
と
も
あ
O
、
選
択
は
闇
違
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
，
予
想
を
越
え
る
収
穫
も
あ
O
ま
し

た
。
企
業
か
ら
来
ら
れ
た
先
生
方
と
、
大
学
で
ず
っ
と
教
え
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
備
O
の
無
い
考
え
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
由
こ
れ
ら

は
、
ま
だ
始
ま
コ
た
ば
か
o
の
社
会
人
と
し
て
の
生
活
で
は
あ
o
ま
す
が
、
非
常
に
役
に
た
っ
て
い
ま

す
咀　
私
が
、
4
年
闇
夫
学
で
過
一
、
L
す
中
で
ず
コ
と
基
本
方
針
と
し
て
考
え
て
き
た
こ
と
が
茜
O
ま
す
。

そ
れ
は
，
大
学
と
は
自
分
が
こ
れ
か
ら
何
在
字
ん
で
、
ど
の
よ
ヨ
に
生
き
て
い
く
の
か
を
選
択
す
る

た
め
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
喧
例
え
ば
、
大
学
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
技
術

で
何
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
N
U
－
S
で
は
そ
こ
ま
で
学
ぺ
る
は
ず
で
す
。
問
題
は
，
そ
の
知

識
を
ど
う
応
用
し
て
生
か
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
は
，
社
会
に
で
て
か
ら
の
話
だ
け

で
は
あ
o
ま
せ
ん
。
充
実
し
た
学
生
生
活
に
も
大
変
重
要
な
こ
と
で
し
た
。
社
会
に
出
て
か
ら
は
、

横
々
な
構
報
が
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
な
o
ま
す
。

　
今
、
S
E
と
し
て
シ
ス
テ
ム
の
開
発
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
要
望
の
実
現
と
コ
ス
ト

や
技
術
的
な
問
題
と
の
関
係
に
悩
み
な
が
ら
も
、
や
o
が
い
を
感
じ
な
が
ら
が
ん
ぱ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
和
か
ら
も
，
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
τ
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
由

内
田
冒
と
の
出
会
い

ゼ
ミ
担
当
教
員
・
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授
宗
澤
　
拓
郎

　
内
田
君
と
の
出
会
い
は
入
学
早
々
の
墓
礎
演
習
だ
コ
た
由
東
京
は
国
立
か
ら
来
ま
し
た
。
東
京
出

身
に
し
て
は
新
潟
ポ
イ
な
と
一
一
一
一
目
コ
の
が
最
初
の
印
象
。
そ
の
後
自
分
で
仁
コ
更
の
勉
強
を
は
じ
め
、
同

級
の
相
羽
、
山
賀
君
等
と
一
緒
に
M
M
C
に
入
部
し
て
き
た
の
が
第
2
の
出
会
い
岨
以
来
M
M
0
の

中
心
的
存
在
と
し
て
ず
－
と
M
M
C
を
U
－
ド
し
て
き
た
。
圧
巻
は
紅
翔
祭
で
の
名
刺
作
O
由
自
ら

ソ
フ
ト
、
シ
ス
テ
ム
を
作
o
上
げ
、
立
派
に
部
の
資
金
稼
ぎ
に
賛
献
し
今
だ
に
続
い
て
い
る
由
ま
た
酒

の
強
さ
は
天
下
一
晶
、
パ
ン
ホ
テ
ル
で
の
キ
ャ
ン
フ
旅
行
で
は
そ
の
酒
轟
振
o
を
大
い
に
発
揮
し
た
と

か
岨
入
社
試
験
で
の
P
0
に
よ
る
自
己
P
R
は
今
で
も
語
O
草
。
と
に
か
く
新
潟
生
活
、
N
U
－
S

生
活
の
4
年
闇
を
お
お
い
に
楽
し
ん
で
く
れ
た
東
京
人
で
あ
〕
た
。

勇
…
蔓
原

、
￥
　
　
　
　
　
　
　
、
言

編
集
後
記
に
代
え
マ

広
報
委
員
長
正
田

達
夫

　
本
学
の
特
長
の
一
つ
と
し
て
国
際
化
を
体
験
で
き

る
こ
と
が
あ
る
。
憎
報
文
化
学
科
で
は
、
中
国
、
ア

メ
リ
カ
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
そ
し
て
情
報
シ
ス
テ
ム
学

科
で
は
カ
ナ
ダ
に
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
今
年
の
八
月
か
ら
九
月
ま
で
カ
ナ
ダ

研
修
に
随
行
し
た
。
こ
の
研
修
の
目
的
は
、
英
語
を

現
地
で
密
度
濃
く
学
ぶ
こ
と
と
1
丁
先
遼
国
で
あ

る
北
米
の
I
T
事
情
を
学
ぶ
こ
と
に
あ
る
。

　
英
語
に
つ
い
て
は
、
木
躍
日
を
除
く
毎
日
午
前
中
、

八
－
九
人
の
小
ク
ラ
ス
で
実
践
的
な
授
業
が
あ
る
。

前
日
に
あ
っ
た
こ
と
見
た
こ
と
を
話
す
。
英
語
の
表

現
に
も
丁
寧
な
問
接
謡
法
の
あ
る
こ
と
な
ど
も
学

ぶ
。　
午
後
に
は
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
プ
と
称
し
て

数
人
の
現
地
学
生
が
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
街
を
見
物

し
な
が
ら
会
話
を
学
ぶ
。
留
学
し
た
エ
ド
モ
ン
ト
ン

に
は
巨
大
な
商
店
街
一
モ
ー
ル
一
が
あ
り
、
質
い
物
英

語
の
実
践
的
教
育
に
な
る
。

　
研
修
の
後
半
3
週
間
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
カ
ナ

ダ
人
と
家
庭
生
活
に
つ
い
て
直
接
会
話
を
交
わ
す
。

　
北
米
の
ー
丁
事
情
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
バ
i
タ
大

学
の
ウ
エ
ブ
マ
ス
タ
ー
が
最
新
の
ウ
エ
ブ
制
作
技
法

を
実
例
を
示
し
て
解
説
し
、
ま
た
簡
単
な
実
習
を

行
う
。
ま
た
、
午
後
に
は
地
元
の
I
T
関
連
企
業

を
訪
間
し
、
I
T
の
実
態
を
見
学
す
る
。

　
学
生
た
ち
に
よ
る
日
記
が
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
厳
し
い
こ
と
も
善
か
れ
て

い
る
が
、
大
半
の
掌
生
は
、
カ
ナ
ダ
を
通
し
て
「
世
界
」

を
体
験
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
お
世
話
に
な
っ
た
ご
家
庭
に
は
、
中
国
人
、
ベ
ト

ナ
ム
人
、
イ
ン
ド
人
も
お
り
、
モ
ー
ル
に
並
ぶ
食
晶
に

は
こ
れ
ら
の
国
の
料
理
が
種
々
並
べ
ら
れ
て
お
り
、

国
際
化
を
身
を
も
っ
て
体
験
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
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